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2020年（令和２年）９月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（１）

全全建建愛愛知知LLIINNEE
公公式式アアカカウウンントトははじじめめままししたた！！

おお友友だだちち追追加加方方法法

①①QQRRココーードドでで
追追加加
②②IIDD検検索索でで追追加加
@nai4725p

全建総連 組織人員の推移
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
中
に
お
い
て
も
、
組

織
人
員
一
万
三
千
七
百
三
十
九

人
（
八
月
一
日
時
点
）
と
な
り
、

順
調
に
最
高
現
勢
を
更
新
し
て

い
ま
す
。
「
数
は
力
」
と
言
う

よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
の
力
は

小
さ
く
と
も
、
多
く
の
力
が
集

ま
れ
ば
、
国
を
も
動
か
す
よ
う

に
私
た
ち
の
切
実
な
諸
要
求
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
も
組
合
員
皆
さ
ん
の
奮

闘
で
勝
ち
取
っ
た
お
陰
で
す
。

春
の
組
織
拡
大
強
化
月
間
（
五

月
～
七
月
）
は
じ
め
、
日
頃
か

ら
組
織
拡
大
行
動
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。全

建
総
連
組
織
基
本
調
査

（
六
月
末
）
で
は
、
全
建
総
連
五

十
三
県
連
・
組
合
の
中
で
、
組

織
人
員
が
十
二
番
目
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
組
合
員
の
平

均
年
齢
で
は
、
四
十
七
・
六
歳

（
前
年
度
比

マ
イ

ナ
ス

〇
・
二
歳
）
と
昨

年
よ
り
も
若
返
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
一
年
間
（
令
和
元
年
七

月
～
令
和
二
年
六
月
）
、
千
五

百
六
十
二
人
（
前
年
度
比
百
七

十
九
人
増
）
が
新
加
入
し
ま
し

た
。
平
均
年
齢
で
は
、
三
十

五
・
〇
歳
（
前
年
度
比

マ
イ

ナ
ス

〇
・

八
九
歳
）
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
新
加
入
者

の
増
加
と
共
に
、
若
い
方
々
が

加
入
し
た
こ
と
が
、
今
回
の
数

値
に
示
さ
れ
、
結
果
、
全
国
で

平
均
年
齢
が
一
番
若
い
組
合
に

な
り
ま
し
た
。

な
お
、
全
建
総
連
の
全
体
平

均
年
齢
は
、
五
十
一
・
二
五
歳

（
前
年
度
比

プ
ラ

ス

〇
・
一
歳
）
と

上
昇
し
ま
し
た
。

平
均
年
齢
が
上
昇
し
て
い
け

ば
、
組
合
共
済
掛
金
等
運
営
コ

ス
ト
に
も
大
き
な
影
響
を
も
た

ら
し
ま
す
。
組
合
員
が
一
人
で

も
多
く
増
え
る
こ
と
は
大
切
で

す
が
、
特
に
青
年
層
・
子
育
て

世
代
を
明
確
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
若
い

組
合
員
が
増
え
れ
ば
、
中
建
国

保
の
健
康
保
険
料
に
つ
い
て

も
、
他
の
支
部
（
各
県
）
よ
り

も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
大
変
有

利
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
も
、
組
合
運
動
を
前
進

さ
せ
る
た
め
に
は
、
よ
り
一
層

の
組
織
拡
大
行
動
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
皆
で
協
力
し
仲
間
を

増
や
し
、
更
な
る
組
織
人
員
を

勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

44年年連連続続
皆
で
協
力
し
仲
間
を
増
や
そ
う

全
国
で
平
均
年
齢
の
一
番
若
い
組
合

め
ざ
せ
！
一
万
五
千
人
の
組
合

八
月
五
日
（
水
）
、
原

爆
の
日
の
前
日
に
全
建
総

連
と
広
島
建
労
は
広
島
市

／
平
和
公
園
元
安
橋
東
詰

の
「
原
爆
犠
牲
建
設
労
働

者
・
職
人
の
碑
」
前
に
て

慰
霊
祭
に
参
列
し
ま
し

た
。例

年
、
全
建
愛
知
か
ら

も
、
執
行
委
員
長
が
代
表

と
し
て
参
列
し
、
職
人
の

碑
の
前
で
、
千
羽
鶴
の
献

納
と
献
水
を
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況

を
踏
ま
え
、
規
模
を
縮
小
し
地

元
組
合
と
全
建
総
連
の
代
表
に

よ
る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

折
鶴
は
、
組
合
員
の
奥
さ

ん
・
組
合
員
さ
ん
他
、
多
く
の

方
々
か
ら
作
製
し
て
い
た
だ

き
、
七
月
九
日
（
木
）
、
全
建

愛
知
会
館
に
て
主
婦
の
会
幹
事

の
皆
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

折
鶴
の
つ
な
ぎ
作
業
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
献

水
も
主
婦
の
会
幹
事
の
ご
協
力

が
あ
り
、
広
島
と
長
崎
に
送
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
全
建
愛
知
は
全
建
総

連
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
全
国
の

仲
間
と
共
に
、
平
和
憲
法
の
理

念
を
実
現
し
て
い
き
、
平
和
へ

の
想
い
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
二
度
と
戦
争
を
起

こ
さ
な
い
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

も
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
精

一
杯
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

主婦の会
「
世
界
平
和
」を
願
う

四
千
羽
の
折
り
鶴
を
献
納

全建総連吉田中央執行委員長から慰霊の言葉が述べられた

ＳＳＴＴＯＯＰＰ！！熱熱中中症症
最最もも多多いい建建設設業業

熱
中
症
に
よ
る
死
傷
者

は
、
前
年
よ
り
減
少
し
た
も

の
の
八
百
二
十
九
人
と
依
然

と
し
て
多
く
、
う
ち
死
亡
者

は
二
十
五
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
建
設
業

が
十
人
と
最
も
多
い
業
種
と

な
っ
て
い
ま
す
。

熱
中
症
と
は
高
温
・
高
熱

の
場
所
で
長
時
間
過
ご
し
、

さ
ら
に
作
業
や
運
動
が
加
わ

る
と
、
身
体
は
皮
下
血
管
の

拡
張
や
発
汗
で
機
能
を
維
持

し
よ
う
と
し
ま
す
が
、
限
度

を
超
え
る
と
体
内
の
塩
分
喪

失
の
症
状
だ
け
で
な
く
、
と

き
に
生
命
の
危
険
を
伴
う
障

害
を
招
き
ま
す
。

熱
中
症
の
症
状
が
表
れ
た

ら
、
す
ぐ
に
医
師
な
ど
へ
連

絡
し
、
適
切
な
指
示
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

千羽鶴をつなぐ主婦の会幹事
対応

冷所に移し、安静にして体を冷やし

ましょう。水分・塩分を補給しま

しょう。

Ⅰ度の対応に加え、必ず誰かが付き添

うようにしましょう。症状が改善しな

ければすぐに病院へ運びましょう。

Ⅰ度、Ⅱ度の対応をしながら、すぐ

に救急車で病院に運びましょう。

症状

・めまい、立ちくらみがある

・筋肉のこむら返りがある（痛い）

・汗が拭いても拭いても出てくる

・頭ががんがんする（頭痛）

・吐き気がする、吐く

・体がだるい（倦怠感・虚脱感）

・意識がない

・体がひきつける（痙攣）

・呼び掛けに対し返事がおかしい

・真っ直ぐに歩けない、走れない

・高い体温である

重症度

Ⅰ度

Ⅱ度

Ⅲ度

平均年齢
（歳）
５４.１
５２.３
４９.６
５５.０
５７.７
５０.５
５０.５
６０.９
４９.５
４８.０
５３.６
５４.０
５３.０
５１.３
５４.８
５３.０
４９.７
５１.２５

1年間の増減
率（％）
２.８３
－０.３２
１.４１
－０.７６
－０.３０
１.４６
１.３３
－２.１６
３.０６
８.６１
３.１７
１.０８
－１.７７
－２.７６
０.１２
２.５６
０.４４
０.４２

人員（人）
３１７
－４０
１６８
－５０
－２３
９５
７３
－６７
４１４
２００
１１０
６９
－９８
－６７
３

１０２
６

２,６２１

組織数

１１,６９１
１２,３５６
１２,１９４
６,５０２
７,６６８
６,５４３
５,５９４
２,９５５
１４,４３７
２,７３４
３,６２７
６,５６３
５,２７２
２,３２２
２,６１８
４,１７６
１,３９４

６２６,７３２

県連・組合

建労岡山
広島建労
建設山口
徳島建労
フレッセ
香川建労
愛媛建労
高知建労
福岡建労
全福岡建労
佐賀建連
建設長崎
熊本建労
大分建労
宮崎建産労
鹿児島建設
沖縄ユニオン
合 計

平均年齢
（歳）
５１.９
５５.５
５４.０
５２.５
４９.７
４９.０
４８.９
４７.６
４８.９
５２.４
５０.３
５２.３
５１.０
５７.９
５２.６
５５.３
５１.３
５４.１

1年間の増減
率（％）
－２.３４
－２.４９
－０.１５
０.３５
２.６０
８.０４
５.２２
５.５３
０.７５
１.９６
０.５８
２.７４
０.５１
－１.１４
－１.５４
２.２３
０.６１
０.７３

人員（人）
－１０１
－５６
－４
６０
１８１
３０１
９０
６８６
１３６
４２
１０１
３２８
２００
－２９
－１０
１４
８
２３

組織数

４,１３４
２,１４８
２,５６５
１７,０５５
７,２１４
４,３０４
１,８３９
１３,６２３
１８,４００
２,２０５
１７,２８９
１２,４３３
３９,４６７
２,４９１
６１９
６４５
１,３１４
３,１１５

県連・組合

富山県連
石川県連
福井県連
長野県建設
岐阜建労
静岡建労
愛知建築
全建愛知
三重建労
滋賀建築
京都建労
大阪建労
兵庫県連
奈良建築
奈良建設
和歌山建労
鳥取県連
島根建連

平均年齢
（歳）
５０.４
５２.０
５４.９
５２.９
５７.０
５８.６
５３.５
５５.７
５４.０
５３.０
５２.６
４９.９
５１.０
５１.３
４８.７
４９.７
５１.９
５０.１

1年間の増減
率（％）
４.２１
０.４４
－０.４４
－５.１８
－０.４２
－１.８３
０.０５
１.１５
－０.４５
２.０５
０.５３
０.５８
－１.１４
４.８３
０.９０
－０.２１
３.２０
６.９３

人員（人）
５７４
１１
－２３
－３９１
－２３
－１９２

４
５８
－１４
６６
８４
３８８

－１,５６８
２２９
２１１
－１１３
５６
８２

組織数

１４,２１５
２,５１０
５,２０２
６,８３０
５,４２２
１０,０５３
７,４６２
５,１４２
３,１１７
３,２３４
１５,７８５
６７,０９８
１３５,９８２
５,１５４
２３,７０７
５３,１７０
１,８１８
１,３２５

県連・組合

北海道連
青森県連
岩手県連
宮城県連
秋田建労
山形県連
全建総連福島
茨城県連
栃木建労
群馬県連
建設埼玉
埼玉土建
東京都連
千葉県連
千葉土建
神奈川県連
山梨県連
新潟ユニオン

（2020年6月末現在）
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（２）2020年（令和２年）９月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

例年、組合の集団健康診断は６月から開催しておりますが、新型コロ
ナウイルス感染症が流行している状況を踏まえ、組合員さんとご家族
の安全を考慮して今年度開催は中止いたします。

健康診断を受診する場合は、掲載の集団健康診断以外の受診方法で
対応していただくようお願いします。

何かとご不便やご負担などをお掛けすることになりますが、感染リ
スクを避けるためにも何卒ご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。
健健康康診診断断のの受受診診資資格格

健診受診日において「中建国保に加入している本人と20歳以上の
家族被保険者」に限ります。

集集団団健健康康診診断断以以外外のの受受診診方方法法

下記契約健診機関で、中建国保の組合員として予約をすることで無料で受診すること
ができます。

契約健診機関以外でも下記「必須検査項目」を受診すること

で、補助が受けられます。（申請方法等については、必ず受診

前に組合へご連絡ください。）契契約約健健診診機機関関一一覧覧表表

必必須須検検査査項項目目
Ⓐ【基本健診項目】

■問診

自覚症状・既往歴・生活習慣

■理学的検査

視診・触診・打診・聴診

■身体測定

身長・体重・ＢＭＩ・腹囲

■血圧測定

収縮期血圧・拡張期血圧

■血液検査

中性脂肪・ＨＤＬコレステロール・ＬＤＬコレステロー

ル・ＧＯＴ・ＧＰＴ・γ―ＧＴＰ・ＨｂＡ１Ｃ・空腹時血

糖または随時血糖（食後）

■尿検査

尿糖・尿たんぱく

Ⓑ【胸部直接レントゲン撮影】
間接レントゲンは不可

Ⓒ【がん検診】
がん検診であれば項目は問いません

【詳細な健診項目】（医師の判断による追加項目）

心電図・赤血球数・血色素量（ヘモグロビン値）・ヘマトクリット値・

眼底検査

Ⓐ基本的な健診項目…………補助額7,000円（最大）

Ⓑ胸部直接レントゲン撮影…補助額2,000円（最大）

Ⓒ各種がん検診………………補助額2,000円（最大）

「Ⓐの基本健診項目」を満たしていないと補助が受けられな

い場合があります。

適用除外事業所（法人・従業員5人以上の個人事業所）につい

ても上記「必須検査項目」を受診することで補助が受けられま

す。（申請方法等については、必ず受診前に組合へご連絡ください。）
※受診希望日の２週間前までに、「契約健診機関」へ直接電話予約をしてください。

※エルズメディケア名古屋は、「女性専用」の健康診断機関になります。ご注意ください。

【巡回健診の追加項目】
�肝・胆道系検査（ＴＰ、Ｔ―Ｂｉｌ、Ａｌｂ、ＣｈＥ、ＡＬＰ、

ＬＤＨ、ＬＡＰ）

�腎臓系検査（ＢＵＮ、ＣＲＥ、ｅＧＦＲ、ＵＡ）

�膵臓系検査（アミラーゼ）

�貧血検査（Ｆｅ、ＴＩＢＣ、ＵＩＢＣ）

例年11月頃から未受診者を対象に開催しております巡回健診ですが、今年度は日程を前

倒しで９月から実施します。7月中旬時点の未受診者を対象に、８月上旬頃から案内を発送

いたしました。集団健康診断とは違い、予約制となりますのでご了承ください。

また、健診項目については、特定健診に必要な基本項目、大腸がん検診及び労働安全衛生

法による必須項目のほか、次の独自の項目が追加されます。

詳細については、お手元に届いた案内をご確認ください。

巡回健診についての予約・問合
一般財団法人 全日本労働福祉協会 TEL03-6421-5105

【要 予 約】巡回健診日程表

予約受付時間

月～金曜日8：50～17 : 00

土曜日8：50～12：00

月～金曜日
9：00～16 : 30

月～金曜日9：00～17 : 00
土曜日（第一土曜以外）9：00～13 : 00

火～土曜日
9：00～17 : 00

月火水金曜日9：00～19 : 00
木土曜日9：00～11 : 30担当：高見

月～金曜日8：30～17 : 00
土曜日8：30～11 : 30

月～金曜日8：30～17 : 00
土曜日8：30～11 : 00

月～金曜日9：00～17 : 00
土曜日9：00～11 : 00

月～金曜日
9：00～17 : 00

月～金曜日9：00～17 : 30
土曜日9：00～12 : 30

月～金曜日10：00～17 : 00
土曜日10：00～14 : 00

月～金曜日8：30～17 : 30
土曜日8：30～12 : 30

火～土曜日
8：30～16 : 00

月～土曜日
8：30～17 : 00

月～金曜日8：00～18 : 00
土曜日8：00～17 : 00

月～水・金曜日8：30～12：00 16：00～19：00
木・土曜日8：30～12：00

月～金曜日
9：00～16：00

月～水・金・土曜日
9：00～17：00

電話番号

052-821-0090

052-741-9211

0533-59-7171

0566-75-7515

052-481-9191

0561-82-6194

0120-489-545

0564-24-2217

0567 - 28 - 5151
（内線3111）

0569-27-7887

0565-57-3366

0532-61-3000

052-737-6500

0586-63-3200

0562-93-8222

0586-73-8818

050-3541-2267

0566-41-6548

所在地

名古屋市南区千竈通７-16-１

名古屋市中村区那古野１-47-１
国際センタービル10F

名古屋市中村区名駅３-28-12
大名古屋ビルヂング９F

愛知郡東郷町大字春木字白土１-1884

名古屋市千種区今池１-８-４

蒲郡市海陽町２-２

安城市相生町14-14

名古屋市中村区道下町２-26

瀬戸市共栄通１-48

岡崎市針崎町字春咲１-３

岡崎市中岡崎町１-10

津島市橘町３-73

半田市神田町１-１

豊田市駒新町金山１-12

豊橋市吾妻町137

名古屋市中区栄２-１-１
日土地名古屋ビル３F

一宮市小信中島字郷中104

豊明市沓掛町石畑180-１

一宮市松降通７-22

名古屋市中区栄２-10-19

碧南市新川町３-88

契約健診機関名

名古屋セントラルクリニック

国際セントラルクリニック

大名古屋ビルセントラルクリニック

和合セントラルクリニック

オリエンタル労働衛生協会

オリエンタル蒲郡健診センター

三 河 安 城 ク リ ニ ッ ク

ライフ健康クリニック

瀬戸健康管理センター

岡崎市医師会はるさき健診センター

宇野病院健診センター

津島市民病院健康管理センター

半田市医師会健康管理センター

中野胃腸病院健診センターなかの

光生会病院総合健診センター

エルズメディケア名古屋（女性専用）

泰 玄 会 西 病 院

中京サテライトクリニック

木 村 ク リ ニ ッ ク

KKCウエルネス名古屋健診クリニック

小林記念病院健康管理センター

所在地
豊川市新道町1丁目1-3
一宮市若竹3-1-12

北名古屋市法成寺蔵化60番地

愛知郡東郷町春木字北反田14
瀬戸市蔵所町1-1
豊明市西川町広原28-1
名古屋市港区港町1番9号
名古屋市守山区大字下志段味字穴ヶ洞2271-129
名古屋市港区港町1番9号
名古屋市港区港町1番9号
一宮市若竹3-1-12
名古屋市守山区大字下志段味字穴ヶ洞2271-129
豊橋市草間町字東山143-6

会場名
豊川市勤労福祉会館
アイプラザ一宮

北名古屋市勤労文化会館
（名古屋芸術大学アートスクエア)

東郷町民会館
瀬戸蔵
豊明市文化会館
名古屋港ポートビル
サイエンス交流プラザ
名古屋港ポートビル
名古屋港ポートビル
アイプラザ一宮
サイエンス交流プラザ
アイプラザ豊橋

曜
日
月

日

日
土
日
土

日

日

日
22
23

29

6
12
17
23
24
31
7
14

月

11

12

1

2

所在地
知多市緑町5-1
半田市東洋町1丁目8
小牧市下小針中島2丁目130
名古屋市守山区大字下志段味字穴ヶ洞2271-129
北名古屋市熊之庄大畔48番地
豊橋市草間町字東山143-6
津島市立込町4丁目144
岡崎市六供町字出崎15-1
安城市桜町18-28
岡崎市美合町並松1-2
名古屋市中区橘2丁目8-45
名古屋市中区橘2丁目8-45
名古屋市守山区大字下志段味字穴ヶ洞2271-129
半田市東洋町1丁目8
犬山市松本町4-21

会場名
知多市勤労文化会館
アイプラザ半田
小牧市北里市民センター
サイエンス交流プラザ
北名古屋市もえの丘
アイプラザ豊橋
津島商工会議所
甲山会館（岡崎市民会館）
安城市民会館
愛知県青年の家
東別院会館
東別院会館
サイエンス交流プラザ
アイプラザ半田
犬山市民交流センター(フロイデ)

曜

日

日

日
火
土

日

日
6
13
20
27

4

11
18
25
1
3
7
8

15

月

9

10

11

集集団団健健康康診診断断開開催催中中止止ののおお知知ららせせ

③事業者健診

②契約健診機関以外で受診する（個人健診）

※予約なしで直接会場にお越しいただいても、健康診断は受けられません。

必ず予約申込をしてください。

④巡回健診 今年度、未受診者の方に緑色の封筒で案内が届きます【要予約】

【年度内随時】

①契約健診機関で受診する
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2020年（令和２年）９月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（３）

今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳

以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受

診
率
六
三
・
〇
％
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

健健
康康
診診
断断
のの受受

診診
資資
格格

健
診
受
診
日
に
お
い
て
「
中

建
国
保
に
加
入
し
て
い
る
本
人

と
二
十
歳
以
上
の
家
族
被
保
険

者
」
に
限
り
ま
す
。

但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族

被
保
険
者
の
方
が
希
望
す
る
場

合
は
、
実
費
負
担
で
受
診
い
た

だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

及
び
組
合
員
外
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組
合

員
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
者
（
市
町
村
・
協
会
け
ん
ぽ

等
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

組組
合合
のの
健健
康康
診診
断断

メメ
リリ
ッッ
トト

特
定
健
診
に
必
要
な
基
本
項

目
の
他
、
大
腸
が
ん
検
診
（
二

日
法
）
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
必
須
項
目
も
含
ま
れ
た
健
診

を
実
費
負
担
な
し
で
受
診
で
き

ま
す
。

健健
診診
項項
目目

前前
ペペ
ーー
ジジ
右右
囲囲
みみ
中中
のの
「「
必必

須須
検検
査査
項項
目目
」」
をを
ごご
確確
認認
くく
だだ

ささ
いい
。。

健健
診診
方方
法法

①①
契契
約約
健健
診診
機機
関関

前前
ペペ
ーー
ジジ
左左
上
表
「
契
約
健

診
機
関
一
覧
表
」
よ
り
、
健
診
機

関
を
選
択
し
、
ご
自
身
で
健
診

予
約
を
二
週
間
前
ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合
員

で
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓

口
へ
「
健
康
保
険
証
」
を
呈
示

し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
待

ち
時
間
が
な
く
、
ス
ム
ー
ズ

に
受
診
で
き
ま
す
。

※
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の
追
加

（
前
立
腺
が
ん
・
子
宮
が
ん

検
診
等
）
は
可
能
で
す
が
、

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
は
自
己
負

担
、
当
日
払
い
に
な
り
ま
す
。

②②
個個
人人
健健
診診

「
①
契
約
健
診
機
関
」
以
外

で
受
診
し
た
場
合
、
中
建
国
保

の
規
定
の
条
件
（
受
診
者
資

格
・
健
診
項
目
）
を
満
た
し
て

い
な
い
と
補
助
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
受
診
方
法
な
ど
を
ご
案
内
い

た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
健
康

診
断
を
受
診
さ
れ
る
前
に
組

合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

③③
適適
用用
除除
外外
のの

従従
業業
員員
にに
つつ
いい
てて

適
用
除
外
事
業
所
＊
１
の
従

業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
事
業
者
健
診
の
実
施
義
務
が

優
先
す
る
た
め
、
中
建
国
保

は
、
特
定
健
診
の
結
果
デ
ー
タ

を
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
協
力
費
と
し
て
上
限
一
万

一
千
円
を
支
払
い
ま
す
。
ま

た
、
契
約
医
療
機
関
健
診
の
受

診
も
可
能
で
す
。
そ
の
際
、
手

続
き
は
不
要
で
す
。

＊
１

法
人
の
事
業
所
、
ま
た

は
五
人
以
上
の
従
業
員
が
い

る
個
人
事
業
所
で
健
保
適
用

除
外
手
続
き
を
し
て
い
る
事

業
所

補補
助助
金金
額額

基
本
健
診
項
目
・
胸
部
直
接

レ
ン
ト
ゲ
ン
・
が
ん
検
診
を
含

ん
だ
Ⓐ
～
Ⓒ
の
健
診
を
受
診
し

た
場
合
、
上
限
一
万
一
千
円
ま

で
補
助
し
ま
す
。

④④
巡巡
回回
健健
診診

詳
細
は
、
前
ペ
ー
ジ
下
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

⑤⑤
節節
目目
健健
診診

年
度
中
に
四
十
歳
、
四
十
五

歳
、
五
十
歳
、
五
十
五
歳
、
六

十
歳
、
六
十
五
歳
、
七
十
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
る
方
が
、
基
本

健
診
、
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ

ン
、
が
ん
検
診
、
オ
プ
シ
ョ
ン

検
査
（
人
間
ド
ッ
ク
を
含
む
）
を

含
む
費
用
が
三
万
円
以
上
の
健

診
の
場
合
、
健
診
費
用
に
応
じ

て
補
助
を
し
ま
す
。
健
診
費
用

が
三
万
円
以
上
四
万
円
未
満
の

場
合
、
補
助
額
は
一
万
五
千

円
。
四
万
円
以
上
の
場
合
、
二

万
円
に
な
り
ま
す
。

※
受
診
方
法
な
ど
を
ご
案
内
い

た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
健
康

診
断
を
受
診
さ
れ
る
前
に
組

合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

注

意

事

項

休業しているのに休業手当を受けていない方へ（従業員の方へ）

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症対対応応
休休業業支支援援金金・・給給付付金金（（概概要要））

概概 要要
新型コロナウイルス感染症及びそのまん延防止の措置の影響により

休業させられた中小企業の労働者のうち、休業中に賃金（休業手当）

を受けることができなかった方に対して、当該労働者の申請により、

新型コロナウイルス感染症対応休業支援金・給付金を支給する。

主主 なな 内内 容容
①対象者

令和２年４月１日から９月30日までの間に事業主の指示を受けて

休業（休業手当の支払なし）した中小企業の労働者。

②支援金額の算定方法
休業前の１日当たり平均賃金×80％

×
（各月の日数（30日又は31日）－ 就労した又は労働者の事情で休んだ日数）

①１日当たり支給額（11,000円が上限） ②休業実績

③手続内容
Ⓐ申請方法：郵送（オンライン申請も準備中）

（労働者本人からの申請のほか、事業主を通じて（ま

とめて）申請することも可能）

Ⓑ必要書類：イ）申請書、ロ）支給要件確認書※、ハ）本人確認

書類、ニ）口座確認書類、ホ）休業開始前賃金及び

休業期間中の給与を証明できるもの、

※事業主の指示による休業であること等の事実を確

認するもの。事業主及び労働者それぞれが記入の

上、署名。

※事業主の協力を得られない場合は、事業主記入欄

が空欄でも受付（この場合、法律に基づき労働局

から事業主に報告を求める。）

④実施体制等
�都道府県労働局において集中処理

�問合せを受け付けるコールセンターを設置

問合
■給付金制度の詳細、給付金Ｑ＆Ａ、申請書のダウンロードなど

厚生労働省新型コロナウイルス感染症対応休業支援金・給付金Ｈ

Ｐをご確認ください

https : //www.mhlw.go.jp/stf/kyugyoshienkin.html

■お電話での問合せは厚生労働省コールセンターへ

厚生労働省新型コロナウイルス感染症対応休業

支援金・給付金コールセンター

℡0120-221-276

月～金８：30～20：00／土日祝８：30～17：15

出典：厚生労働省 新型コロナウイルス感染症対応休業支援金・給付金

https : //www.mhlw.go.jp/stf/kyugyoshienkin.html

中建国保に加入している皆様へ

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症ににかかかかるる
「「傷傷病病手手当当金金」」・・「「国国民民健健康康保保険険料料のの減減免免」」ににつついいてて

新型コロナウイルス感染症にかかる傷病手当金の支給について
①新型コロナウイルス感染症に感染した、または感染が疑われた場合に、②その療養のために労務に

服することができなかった方に、従来の傷病手当金とは別枠で、新型コロナウイルス感染症に特化した

傷病手当金を支給しています。

【支給対象となる方】
◎法人及び個人事業所に雇用されている（法人事業所の代表も含む）組合員及び事業所に雇用されて

いる家族被保険者。

�新型コロナウイルス感染症に感染した、または発熱等の症状があり新型コロナウイルス感染症の

感染が疑われ、その療養のため労務に服することができず、給与等の全部または一部を受けるこ

とができない方が対象です。

◎個人事業所の事業主及び一人親方

�新型コロナウイルス感染症に感染した、または発熱等の症状があり新型コロナウイルス感染症の

感染が疑われ、その療養のため労務に服することができず、保険医療関係で療養の給付を受けて

いる方が対象です。

国民健康保険料の減免について
中建国保では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受けて、国民健康保険料の減免を実施するこ

ととなりました。

【保険料減免の対象となる世帯・期間】

【届出に必要な書類】
Ⅰ．新型コロナウイルス感染症と診断され、重篤な傷病を負った組合員

①新型コロナウイルス感染症にかかる国民健康保険料の減免に関する申請書。

Ⅱ．事業収入等の減少が見込まれる個人事業所の事業主及び一人親方
①新型コロナウイルス感染症にかかる国民健康保険料の減免に関する申請書。

②収入状況申告書。

③令和元年分の確定申告書の控もしくは事業収入額が記載された令和２年度分所得・課税証明書。

④全建総連作成の「所得計算書」や売上台帳の写し等、令和２年４月～６月分の売上が減少してい

ることが客観的に判断できる書類。

⑤入金状況の分かる預金通帳の写し。

※⑤については可能な限り添付してください。

Ⅲ．給与収入（役員報酬）が減少した法人事業所の事業主及び従業員、個人事業所の従業員
①新型コロナウイルス感染症にかかる国民健康保険料の減免に関する申請書。

②収入状況申告書。

③令和元年分の源泉徴収票の控もしくは給与収入額が記載された令和２年度分所得・課税証明書。

④令和２年４月～６月分の給与明細・賃金台帳等、給与・報酬が減少していることが客観的に判断

できる書類。

【申請期限】
令和２年12月15日（火）必着まで。

【備考】
�申請用紙のダウンロードについては、中建国保ＨＰ（中央建設国民健康保険組合）をご確認くだ

さい。

�虚偽の申請等で不正受給が判明した場合、返還などが求められることがあります。

【問合】
「傷病手当金」及び「健康保険料減免」については、健康保険・共済係までご連絡ください。

対象となる期間

令和２年４月～９月

（６ヵ月間）

令和２年４月～７月（４ヵ月間）

令和２年４月～６月（３ヵ月間）

対象となる世帯

組合員が新型コロナウイルス感染症により、重篤な傷病を負った世帯

組合員の事業収入等の減少額が令和元年の収入額の10分の５以上

組合員の事業収入等の減少額が令和元年の収入額の10分の５未満10分の４以上

組合員の事業収入等の減少額が令和元年の収入額の10分の４未満10分の３以上

※
食
事
は
前
日
の
午
後
九
時
ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た
だ
き
、当
日
、

健
診
終
了
ま
で
、
水
以
外
の
摂
取
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

牛
乳
・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
・
清
涼
飲
料
水
・
ガ
ム
・
飴
な
ど

も
検
査
数
値
に
影
響
を
与
え
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
健
診
補
助
は
年
度
内
①
～
⑤
の
い
ず
れ
か
一
つ
に
な
り
ま
す
。
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（４）2020年（令和２年）９月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

今
年
も
大
好
評
の
「
ナ
ガ
シ

マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
」
と
「
ラ
グ
ー

ナ
テ
ン
ボ
ス
ラ
グ
ナ
シ
ア
」
の

特
別
割
引
券
を
配
付
し
ま
す
。

こ
の
夏
は
、
お
得
な
特
別
割

引
券
を
使
っ
て
湯
あ
み
の
島

や
、
遊
園
地
・
プ
ー
ル
へ
出
か

け
る
の
も
よ
し
。
ま
た
、
海
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ラ
グ
ー
ナ
テ

ン
ボ
ス
ラ
グ
ナ
シ
ア
」
で
遊
ぶ

の
も
よ
し
、
今
年
の
夏
も
楽
し

み
が
い
っ
ぱ
い
。

■
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド

《
割
引
券
申
込
方
法
》

Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
の
場
合

指
定
厚
生
施
設
補
助
券
申

込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
上
、
組
合
本
部
事
務
所
ま

で
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。

（
�
�
０
５
２
—
６
５
３
—
０
１
８
１
）

電
話
申
込
の
場
合

必
要
申
込
枚
数
等
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
（
組
合
窓
口
へ

直
接
取
り
に
来
て
い
た
だ
い

て
も
Ｏ
Ｋ
）
。

《
注
意
》

・
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド

特
別
割
引
券
の
お
申
込
は

一
回
の
み
と
な
り
ま
す
。

・
申
込
枚
数
は
、
最
大
で
組

合
員
と
同
居
の
家
族
の
人

数
分
と
な
り
ま
す
。

・
特
別
割
引
券
の
枚
数
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
。

《
利
用
方
法
》

お
申
込
い
た
だ
い
た
枚
数
を

組
合
よ
り
発
送
い
た
し
ま
す
。

施
設
窓
口
で
割
引
券
と
割
引
料

金
を
支
払
い
、
入
場
し
て
く
だ

さ
い
。

《
利
用
期
間
と
料
金
》

令
和
二
年
七
月
四
日
（
土
）
～

九
月
二
十
八
日
（
月
）
ま
で
。

料
金
は
上
表
に
て
。

《
利
用
の
際
の
注
意
》

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
営
業

時
間
・
期
間
等
が
予
告
な
く
中

止
・
変
更
と
な
る
場
合
や
、
入

場
制
限
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
利
用
前
に
、
必
ず
営
業
状
況

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《
混
雑
緩
和
の
協
力
の
お
願
い
》

ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
Ｈ

Ｐ
に
繁
忙
期
予
測
カ
レ
ン
ダ
ー

の
記
載
が
あ
り
ま
す
の
で
、
混

雑
す
る
時
期
を
避
け
て
、
来
場

日
の
分
散
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
ラ
グ
ー
ナ
テ
ン
ボ
ス

ラ
グ
ナ
シ
ア

《
利
用
方
法
》

ラ
グ
ー
ナ
テ
ン
ボ
ス
ラ
グ
ナ

シ
ア
特
別
割
引
券
は
七
月
号
に

掲
載
の
施
設
利
用
券
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
（
コ
ピ
ー
不
可
）
。

同
居
の
家
族
が
五
名
以
上
で
不

足
の
際
は
、
組
合
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

《
利
用
期
間
と
料
金
》

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

（
水
）
ま
で
有
効
。
五
％
割
引
に

な
り
ま
す
。

【
問
合
】
共
済
福
祉
部
ま
で
。

中
建
国
保
で
は
、
被
保
険
者

の
健
康
を
願
い
、
保
健
事
業
と

し
て
保
養
施
設
の
利
用
に
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

余
暇
を
利
用
し
て
、
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

補
助
の
対
象
者
は
、
補
助
対

象
の
保
養
施
設
に
宿
泊
し
た
日

に
お
い
て
、
中
建
国
保
の
被
保

険
者
資
格
が
あ
れ
ば
補
助
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
（
但
し
、
宿
泊

料
金
が
無
料
の
場
合
は
補
助
の

対
象
者
か
ら
除
き
ま
す
）

補
助
金
は
、
一
人
当
た
り
三

千
円
。
年
度
内
一
回
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

（
令
和
二
年
四
月
一
日
～
令
和

三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
宿

泊
に
適
用
）

ご
利
用
方
法
は
…

①
施
設
を
利
用
す
る
場
合
は
、

ご
希
望
の
施
設
に
直
接
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

※
保
養
施
設
は
、
「
中
建
国

保
の
便
利
帳
／
令
和
二
年

度
版
」
に
一
覧
掲
載
。

②
便
利
帳
の
「
保
養
施
設
利
用

者
補
助
金
申
請
書
」
に
フ
ロ

ン
ト
で
宿
泊
証
明
を
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。

③
「
申
請
書
」
を
組
合
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
は
申
請
月
の
翌
月

末
に
労
金
口
座
に
振
込
ま

す
。

中建国保 ナガシマスパーランド・湯あみの島ご利用金額表 お
得
な
特
別
割
引
券
配
付
中

保
養
施
設
の
利
用
で
補
助
金
支
給

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
余
暇
を

ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
＆

ラ
グ
ー
ナ
テ
ン
ボ
ス
ラ
グ
ナ
シ
ア

※スパーランド・パスポート・ワイドパスポート・ジャン

ボ海水プールの各入場券にて入園後、「湯あみの島」に

入館する場合は、別途料金が必要。

※上記料金は全て消費税を含む。利用券は団体でのご利用

は出来ません。

※スパーランド入場券は、遊園地の入場のみ。（ジャンボ海

水プール・湯あみの島入館不可）

※パスポートは、遊園地の入場及びのりもの乗り放題。

（ジャンボ海水プール・湯あみの島入館不可）

※ジャンボ海水プール入場券は、ジャンボ海水プール・遊

園地の入場可。（湯あみの島入館不可）

※ワイドパスポートは、ジャンボ海水プール・遊園地の入

場及びのりもの乗り放題。（湯あみの島入館不可）

※湯あみの島入館券は、遊園地の入場可。（ジャンボ海水

プール入場不可）

※ジャンボ海水プール内に、サンシェードの持ち込みは出

来ません。

※名古屋アンパンマンこどもミュージアム＆パークは別途

入場料金が必要です。

共済福祉部

レレンンタタカカーーががおお得得にに借借りりれれまますす
レレジジャャーーややおお仕仕事事ににごご利利用用くくだだささいい
全建愛知では、トヨタレンタリース愛知と提携しており、お得な特別

料金で借りることができます。ぜひ、皆さんレジャーやお仕事などにお

役立てください。

◎注意

・トヨタレンタリース愛知全店舗にて有効。

・当日、組合員手帳を店頭スタッフへご提示ください。

・予約の際、特別料金プランコード「ＺＫ－01」とお伝えください。

・令和２年12月31日（出発分）まで。

◎予約・問合（年中無休／８：00～20：00）

トヨタレンタリース愛知 ℡0120－001－319

2020 ナガシマスパーランド
指定厚生施設補助券 申込書

太枠内をご記入ください

車種と料金表

※申込は１回のみとなります。また、申込枚数は

最大で組合員と同居の家族の人数分となります。

【申請枚数】

※割引券については、普通郵便で発送いたします。
お手元に届くまでにはお時間がかかりますので、
お申し込みの際には余裕をもってお申し込みください。※免責補償料・10％消費税を含みます。燃料代・各種

オプション・プラン料金は別途申し受けます。
※他の割引制度及び割引券はご利用いただけません。
※お支払いは、原則クレジット支払となります。
※その他車種及び詳細は、お問合せください。

【組合処理欄】

□組合届出住所

□下記記載の住所

〒

- -

- -

組合員

氏 名

送付先

住 所

携帯No.

Ｆ Ａ Ｘ

枚

枚

枚

大 人（中学生以上）

小学生

幼 児（２歳以上）

担 当送付日処理日共済No.

一般価格

1,600円

5,200円

3,800円

6,500円

2,100円

1,000円

4,000円

2,800円

4,900円

1,300円

500円

2,400円

1,500円

2,800円

700円

特別価格

1,000円

4,200円

3,000円

5,600円

1,500円

500円

3,100円

2,100円

4,100円

900円

100円

1,700円

1,000円

2,200円

300円

種目

スパーランド入場券

パスポート

ジャンボ海水プール入場券

ワイドパスポート

湯あみの島入館券

スパーランド入場券

パスポート

ジャンボ海水プール入場券

ワイドパスポート

湯あみの島入館券

スパーランド入場券

パスポート

ジャンボ海水プール入場券

ワイドパスポート

湯あみの島入館券

大人
（中学生以上）

小学生

幼児
(２歳以上）

一般料金
（24時間）
10,450円

13,200円

8,250円

9,350円

14,300円

22,000円

28,600円

17,600円

44,500円

11,000円

9,900円

特別料金
（24時間）
7,150円

9,350円

5,500円

6,710円

11,000円

13,970円

18,150円

12,650円

29,810円

6,710円

5,940円

主要車種

アクア・ヴィッツＨＶ

プリウス・カローラフィールダーＨＶ

ヴィッツ・パッソ・カローラアクシオ

ルーミー・タンク・ポルテ・スペイド
【６人乗】シエンタ４ＷＤ（ガソリン）
【７人乗】プリウス α・シエンタＨＶ
【７人乗】ノアＨＶ・ヴォクシーＨＶ

【10人乗】ハイエースグランドキャビン

Ｃ－ＨＲハイブリッド・Ｃ－ＨＲ（ガソリン）

コースターＥＸ（28人乗）

プロボックスバン

ライトエーストラック（0.8ｔ）

クラス

ＨＶ１

ＨＶ２

Ｐ１

Ｐ２

Ｗ１

Ｗ２

Ｗ４

ＳＵＶ２

ＢＵＳ２

Ｖ１

平ボディ

車種

ハイブリッド

乗用車

ワゴン・
ＳＵＶ・
バス

バン

トラック

切切

りり

取取

りり

線線
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2020年（令和２年）９月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（５）

平
成
二
十
七
年
七
月
一
日
施

行
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
足
場
の
組
立

て
、
解
体
又
は
変
更
に
係
る
業

務
（
地
上
又
は
堅
固
な
床
上
に

お
け
る
補
助
作
業
を
除
く
）

が
、
特
別
教
育
を
必
要
と
す
る

業
務
に
追
加
さ
れ
、
こ
れ
ら
の

業
務
に
従
事
さ
れ
る
方
は
特
別

教
育
の
受
講
が
義
務
付
け
ら
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
組
合
で
は
下

記
に
よ
り
「
特
別
教
育
」
を
開
催

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
方
は
、
こ
の
機

会
に
受
講
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

「
足
場
の
組
立
て
等
の
業
務

に
係
る
特
別
教
育
」
は
、
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に

お
い
て
、
建
築
大
工
・
左
官
職

等
十
二
職
種
で
登
録
す
る
方

が
、
中
堅
技
能
者
に
当
た
る
レ

ベ
ル
２
ま
た
は
熟
練
技
能
者
に

あ
た
る
レ
ベ
ル
３
を
取
得
す
る

上
で
必
要
な
資
格
と
な
り
ま

す
。
六
時
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
な
り
ま
す
。
入
職
し
た
て
の

若
い
職
人
が
今
後
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
も
必
要
な

資
格
と
な
り
ま
す
。
一
つ
で
も

上
の
レ
ベ
ル
を
目
指
す
こ
と
が

適
正
な
評
価
を
受
け
、
ご
自
身

の
処
遇
改
善
に
繋
が
り
ま
す
。

■
開
催
日
時

九
月
二
十
九
日
（
火
）

午
前
九
時
三
十
分～

午
後
五
時

（
休
憩
含
む
）

■
会
場

全
建
愛
知
会
館

■
対
象
者

満
十
八
歳
以
上
で
、
足
場
の

組
立
て
、
解
体
又
は
変
更
の

作
業
に
係
る
業
務
（
地
上
又

は
堅
固
な
床
上
に
お
け
る
補

助
作
業
の
業
務
を
除
く
）
に

従
事
し
て
い
る
方
。

■
受
講
料

七
千
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
但
し
、
受
講
者
が
組
合
員

外
の
場
合

九
千
円

■
定
員

三
十
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
申
込
・
問
合

全
愛
知
建
設
技
術
講
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
２
�
６
５
９
�
０
２
８
８

「
丸
の
こ
等
取
り
扱
い
作
業

従
事
者
特
別
教
育
」
は
、
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に

お
い
て
、
建
築
大
工
・
型
枠
大

工
・
内
装
仕
上
職
で
登
録
す
る

方
が
、
中
堅
技
能
者
に
当
た
る

レ
ベ
ル
２
を
取
得
す
る
上
で
必

要
な
資
格
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
何
十
年
と
経
験
を
積

ん
で
き
た
ベ
テ
ラ
ン
職
人
で

あ
っ
て
も
こ
の
資
格
が
な
い

と
レ
ベ
ル
２
を
取
得
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
入
職
し
た
て
の

若
い
職
人
が
今
後
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
も
必
要

な
資
格
と
な
り
ま
す
。
ひ
と

つ
で
も
上
の
レ
ベ
ル
を
目
指

す
こ
と
が
適
正
な
評
価
を
受

け
、
ご
自
身
の
処
遇
改
善
に
繋

が
り
ま
す
。

丸
の
こ
等
（
携
帯
用
丸
の
こ

盤
、
携
帯
用
丸
の
こ
、
可
搬
式

丸
の
こ
盤
）
は
建
設
現
場
等
で

広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
便
利
な

機
械
で
す
が
、
そ
の
反
面
毎
年

多
数
の
労
働
災
害
が
発
生
し
て

お
り
、
そ
の
中
に
は
重
篤
な
災

害
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

安
全
作
業
に
必
要
な
基
本
的

知
識
や
正
し
い
使
用
方
法
を
理

解
し
、
安
全
に
作
業
を
進
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
受
講
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

十
月
二
十
三
日
（
金
）

午
後
〇
時
三
十
分
～

午
後
五
時
（
休
憩
含
む
）

■
会
場

全
建
愛
知
会
館

■
対
象
者

満
十
八
歳
以
上
で
丸
の
こ
等

（
携
帯
用
丸
の
こ
盤
、
携
帯

用
丸
の
こ
、
可
搬
式
丸
の
こ

盤
）
を
使
用
し
て
行
う
作
業

に
従
事
す
る
方

■
受
講
料

五
千
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
但
し
受
講
者
が
組
合
員
外

の
場
合

六
千
円

■
定
員

三
十
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
申
込
・
問
合

全
愛
知
建
設
技
術
講
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
２
�
６
５
９
�
０
２
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全全
愛愛
知知
建建
設設
技技
術術
講講
習習
セセ
ンン
タタ
ーー
各各
種種
講講
習習
会会
開開
催催
のの
おお
知知
らら
せせ

「「
足足
場場
のの
組組
立立
てて
等等
のの

業業
務務
にに
係係
るる
特特
別別
教教
育育
」」

「「
丸丸
のの
ここ
等等
取取
りり
扱扱
いい
作作
業業

従従
事事
者者
特特
別別
教教
育育
」」

前回開催した丸のこ教育

平
成
三
十
年
六
月
十
九
日
、

労
働
安
全
衛
生
規
則
の
改
正
に

よ
り
、
高
所
作
業
を
行
う
場
合

に
は
、
原
則
と
し
て
平
成
三
十

一
年
二
月
一

日
か
ら
、
フ

ル
ハ
ー
ネ
ス

型
墜
落
制
止

用
器
具
（
安

全
帯
）
を
使

用
す
る
と
共

に
、
高
さ
が

二
メ
ー
ト
ル

以
上
の
箇
所
に
お
い
て
、
作
業

床
を
設
け
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
で
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
を
使

用
し
て
作
業
（
ロ
ー
プ
高
所
作

業
を
除
く
）
を
行
う
場
合
に

は
、
特
別
教
育
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

組
合
で
は
、
こ
の
業
務
に
従

事
す
る
方
を
対
象
と
す
る
「
特

別
教
育
」
を
次
の
と
お
り
開
催

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
是
非
受
講
さ
れ
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま

す
。な

お
、
組
合
で
は
、
一
部
省

略
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
実
施
し

ま
せ
ん
。
六
時
間
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
な
り
ま
す
。

■
開
催
日
時

十
月
十
三
日
（
火
）

午
前
九
時
三
十
分
～

午
後
五
時
（
休
憩
含
む
）

■
会
場

全
建
愛
知
会
館

■
対
象
者

満
十
八
歳
以
上
で
、
高
さ
が

二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
箇
所
に

お
い
て
、
作
業
床
を
設
け
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
で
、
フ

ル
ハ
ー
ネ
ス
型
を
使
用
し
て

行
う
作
業
（
ロ
ー
プ
高
所
作

業
を
除
く
）
を
さ
れ
る
方
。

■
受
講
料

七
千
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
但
し
、
受
講
者
が
組
合
員

外
の
場
合

九
千
円

■
定
員

三
十
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
申
込
・
問
合

全
愛
知
建
設
技
術
講
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
２
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「「
フフ
ルル
ハハ
ーー
ネネ
スス
型型

墜墜
落落
制制
止止
用用
器器
具具
特特
別別
教教
育育
」」

以前のフルハーネス教育の様子

労
働
安
全
衛
生
法
・
関
連
法

令
に
基
づ
く
、
木
造
建
築
物
の

組
立
て
等
作
業
主
任
者
技
能
講

習
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
講
習
は
、
二
日
間
受
講

し
、
規
定
の
成
績
を
得
た
方
に

技
能
講
習
修
了
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
技
能
講
習

は
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
能
力
評
価
制
度
に
お
い

て
、
建
築
大
工
で
は
レ
ベ
ル
３
、

と
び
で
は
レ
ベ
ル
２
を
取
得
す

る
上
で
必
要
な
資
格
と
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
講
習

を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

十
一
月
十
九
日
（
木
）

～
二
十
日
（
金
）

午
前
九
時
～
午
後
五
時
三
十
分

（
休
憩
含
む
）

■
会
場

全
建
愛
知
会
館

■
対
象
者

・
二
十
一
歳
以
上
で
木
造
建

築
物
の
構
造
部
材
の
組
立
て

等
の
作
業
に
三
年
以
上
従
事

し
た
経
験
者
。

・
学
校
教
育
法
に
よ
る
大

学
、
高
等
専
門
学
校
又
は
高

等
学
校
に
お
い
て
、
土
木
又

は
建
築
に
関
す
る
学
科
を
専

攻
し
て
卒
業
し
た
者
で
、
そ

の
後
二
年
以
上
木
造
建
築
物

の
構
造
部
材
の
組
立
て
等
の

作
業
に
従
事
し
た
経
験
者
。

■
受
講
料

一
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
一
部
講
習
免
除
者
の
場
合

八
千
円

■
定
員

三
十
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
備
考

（
登
録
番
号

第
一
二
九
七
号
）

■
申
込
・
問
合

全
愛
知
建
設
技
術
講
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
２
�
６
５
９
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０
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作
業
中
の
労
働
者
を
直
接
指

導
ま
た
は
監
督
す
る
者
（
作
業

主
任
者
を
除
く
）
は
、
作
業
の

方
法
お
よ
び
労
働
者
の
配
置
ま

た
は
監
督
の
方
法
、
安
全
衛
生

に
つ
い
て
講
習
を
受
け
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
組
合
で
は
、
職
長
・

安
全
衛
生
責
任
者
教
育
講
習
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
土

工
・
圧
接
・
型
枠
等
二
十
八
職

種
で
登
録
す
る
方
が
、
中
堅
技

能
者
に
あ
た
る
レ
ベ
ル
２
ま
た

は
熟
練
技
能
者
に
あ
た
る
レ
ベ

ル
３
を
取
得
す
る
上
で
必
要
な

資
格
と
な
り
ま
す
。

■
開
催
日
時

十
二
月
一
日
（
火
）

～
二
日
（
水
）

午
前
九
時
～
午
後
六
時

（
休
憩
含
む
）

■
会
場

全
建
愛
知
会
館

■
対
象
者

満
二
十
歳
以
上
で
、
実
務
経

験
三
年
以
上
の
方
。

■
受
講
料

一
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
但
し
受
講
者
が
組
合
員
外

の
場
合

一
万
四
千
円

■
定
員

三
十
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
申
込
・
問
合

全
愛
知
建
設
技
術
講
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
２
�
６
５
９
�
０
２
８
８

「「
木木
造造
建建
築築
物物
のの
組組
立立
てて
等等

作作
業業
主主
任任
者者
技技
能能
講講
習習
」」

「「
職職
長長
・・
安安
全全
衛衛
生生
責責
任任
者者
教教
育育
講講
習習
」」

十十
四四
時時
間間
ココ
ーー
スス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
よ
り
、
講
習
を

「
中
止
」
と
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承

願
い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
の
方
は
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

記載の５つの講習会は、申込者が少数の場合、開催を中止することもあります。また、

「丸のこ」・「フルハーネス」・「職長」・「足場」の特別教育は、講習終了後、修了証が交付

されます。なお、「木建」は規定の成績を得た方に技能講習修了証が交付されます。

今後の講習会の予定
●足場の組立て等作業主任者技能講習（登録番号 第1296号）

12月８日（火）～９日（水）

●石綿作業主任者技能講習（登録番号 第1314号）

令和３年1月20日（水）～21日（木）

を開催する予定です。 詳しくは、今後のキャロット等をご確認ください。
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（６）2020年（令和２年）９月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

労
働
安
全
衛
生
法
・
関
係
法

令
に
基
づ
く
、
玉
掛
け
技
能
講

習
会
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た

し
ま
す
。

学
科
・
実
技
を
計
三
日
間
受

講
し
、
規
程
の
成
績
を
得
た
方

に
技
能
講
習
修
了
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

受
講
ご
希
望
の
方
は
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
講
習
日
程
（
三
日
間
）・
会
場

◎
学
科
・
実
技

十
月
十
七
日
（
土
）

十
月
十
八
日
（
日
）

愛
知
県
職
業
訓
練
会
館

名
古
屋
市
西
区
浅
間
二
�
三
�
一
四

◎
実
技

十
月
二
十
四
日
（
土
）

愛
知
県
立
高
等
技
術
専
門
校

名
古
屋
市
北
区
安
井
二
�
四
�
四
八

■
受
講
資
格

【
一
般
コ
ー
ス
】

�
十
八
歳
以
上
の
者
。

【
特
例
コ
ー
ス
】

�
十
八
歳
以
上
の
者
。

�
次
の
い
ず
れ
か
の
業
務
を

六
カ
月
以
上
実
務
経
験
し

た
者
。

①
つ
り
上
げ
荷
重
一
ｔ
以
上
の

ク
レ
ー
ン
等
の
玉
掛
け
の
補

助
業
務

（
有
資
格
者
の
指
導
確
認
印

が
必
要
）

②
玉
掛
け
特
別
教
育
者
で
、
つ

り
上
げ
荷
重
一
ｔ
未
満
の
ク

レ
ー
ン
等
の
玉
掛
け
業
務

（
事
業
者
証
明
が
必
要
）

■
会
費

【
一
般
コ
ー
ス
】
三
万
八
千
円

【
特
例
コ
ー
ス
】
三
万
六
千
円

■
締
切

九
月
十
一
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合

技
術
対
策
部

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（一社）全建総連
リフォーム協会のご案内

「「
玉玉
掛掛
けけ
技技
能能
講講
習習
会会
」」

受受
講講
者者
募募
集集

国土交通省は、リフォーム業者団体を登録・公表する「住

宅リフォーム事業者団体登録制度」を創設し、全建総連で

は、「（一社）全建総連リフォーム協会（全リ協）」を設立・

団体登録しました。登録団体は国土交通省のホームページ

に情報掲載され、会員は国のロゴマークを営業などに使用

できます。

【入会資格】

１、建設業許可を有する事業者

２、常勤の建築士もしくは建築施工管理技士が在籍する事

業者

３、国土交通省「住宅リフォーム事業者団体登録制度に係

るガイドライン」に定める資格者が常勤で在籍する事

業者

４、次のいずれかの資格者

㋑リフォーム瑕疵保険登録事業者

㋺常勤の増改築相談員登録者またはマンションリフォー

ムマネージャーが在籍

㋩常勤のリフォーム工事に関わる一、二級技能士または

職業訓練指導員が在籍

【入会要件】

入会前に協会が定める「義務講習Ａ」を受講する必要が

あります。

【会費等】

入会金 3,000円

年会費 10,000円

※詳細につきましては、住宅対策部までお問い合わせくだ

さい。

今
年
も
次
の
日
程
で
、
後
期

技
能
検
定
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
主
な
実
施
予
定
職
種

建
築
大
工
・
鉄
筋
施
工
・
配

管
・
型
枠
施
工
な
ど
。

※
そ
の
他
の
職
種
は
組
合
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
受
検
資
格

◎
一
級
…
実
務
経
験
七
年
以

上
又
は
二
級
合
格
後
二
年

以
上
の
実
務
経
験

◎
二
級
…
実
務
経
験
二
年
以

上

■
受
検
手
数
料

実
技
…
一
万
八
千
二
百
円

学
科
…
三
千
百
円

■
日
程

実
技
試
験

十
二
月
四
日
（
金
）

～
二
月
二
十
一
日
（
日
）

学
科
試
験

一
月
二
十
四
日
（
日
）

一
月
三
十
一
日
（
日
）

二
月
三
日
（
水
）

二
月
七
日
（
日
）

二
月
十
一
日
（
木
・
祝
）

二
月
十
四
日
（
日
）

※
試
験
は
上
記
の
い
ず
れ
か
一
日
。

※
実
技
試
験
の
手
数
料
は
、
受

検
職
種
に
よ
っ
て
若
干
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
締
切

九
月
二
十
五
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合

技
術
対
策
部

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

後
期
技
能
検
定

貴
方
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

中
建
国
保
で
は
、
震
災
・
風

水
害
・
落
雷
・
火
災
等
の
災
害

に
よ
り
、
組
合
員
の
自
宅
等
が

被
害
を
受
け
、
生
活
が
著
し
く

困
難
に
な
っ
た
時
、
三
カ
月
分

の
範
囲
内
で
健
康
保
険
料
を
減

免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

減
免
さ
れ
る
額
は
、
災
害
の

被
害
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。被

害
区
分
に
よ
る
減
免
額
の

取
り
扱
い
は
、
右
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

健
康
保
険
料
の
減
免
を
受
け

る
と
き
は
、

①
保
険
料
徴
収
減
免
申
請
書

②
減
免
の
理
由
を
証
明
す
る
書

類
（
地
方
自
治
体
か
ら
の
罹

災
証
明
書
・
新
聞
記
事
等
）

が
必
要
で
す
。

そ
の
他
、
組
合
で
は
組
合
共

済
よ
り
住
宅
災
害
見
舞
金
の
支

給
制
度
も
あ
り
ま
す
。

※
問
合

健
康
保
険
・
共
済
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

風
水
害
の
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方

も
し
も
の
時
も
、ご
安
心
く
だ
さ
い

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
労
働

管
理
、
労
働
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で

困
っ
た
と
き
は
、
連
携
し
て
い

る
社
会
保
険
労
務
士
に
相
談
で

き
ま
す
。

電
話
相
談
に
つ
い
て
は
、
無

料
。
労
務
相
談
会
に
つ
い
て

は
、
三
十
分
無
料
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

〇
電
話
相
談
�
随
時

〇
労
務
相
談
会
�
予
約
制

�
日
時
�
九
月
三
十
日
（
水
）

午
前
十
時
・
十
時
三
十
分
・

十
一
時
・
十
一
時
三
十
分

（
各
三
十
分
ず
つ
）

�
場
所
�
全
建
愛
知
会
館

�
申
込
締
切
�

九
月
二
十
三
日
（
水
）

※
ご
相
談
の
方
は
、
ま
ず
組
合

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

被害区分による減免額

愛
知
県
・
県
内
市
町
村
・
建

築
関
係
団
体
で
構
成
す
る
愛
知

県
建
築
物
地
震
対
策
推
進
協
議

会
（
推
進
協
議
会
）
で
は
、
「
あ

い
ち
耐
震
改
修
推
進
事
業
者
制

度
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
県
内
で
耐
震

改
修
に
積
極
的
に
取
り
組
む
事

業
者
の
リ
ス
ト
を
消
費
者
へ
提

供
し
、
ま
た
、
事
業
者
に
行
政
が

連
携
し
て
耐
震
改
修
事
業
を
進

め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
ツ
ー

ル
を
提
供
す
る
も
の
で
、
組
合

員
の
皆
様
の
仕
事
確
保
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

事
業
者
と
し
て
の
地
位
確
保

に
向
け
て
、
積
極
的
に
「
施
工
事

業
者
」
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
あ
い
ち
耐
震
改
修
Ｎ
倍
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
…
県
・
市
町
村
及

び
建
築
関
係
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
、
耐
震
改
修
戸
数
Ｎ

倍
化
の
実
現
を
目
指
し
取
り

組
ん
で
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

あ
い
ち
耐
震
改
修
推
進

事
業
者
の
み
利
用
で
き

る
支
援
ツ
ー
ル

①
Ｎ
倍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ロ
ゴ

②
Ｎ
倍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー

③
あ
い
ち
耐
震
改
修
推
進
事
業

者
ロ
ゴ

④
Ｎ
倍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

名
刺
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

⑤
Ｎ
倍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

市
町

村
耐
震
改
修
助
成
事
業
利

用
・
耐
震
改
修
工
事
Ｐ
Ｒ
の

ぼ
り
旗
（
旗
地
の
み
）

登
録
要
綱

１
、
情
報
提
供
内
容

①
推
進
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
事
業
者
リ
ス
ト
を
掲
載

②
市
町
村
別
に
市
民
が

閲
覧
で
き
る
よ
う

「
市
町
村
」
に
情
報

提
供
し
ま
す
。

２
、
登
録
趣
旨

①
施
工
事
業
所
は
、
設

計
事
務
所
と
連
携
し

て
耐
震
改
修
工
事
を

適
切
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
。

②
耐
震
改
修
事
業
に
意
欲
的

で
、
積
極
的
に
「
耐
震
改
修

助
成
」
を
活
用
し
工
事
を
推

進
す
る
こ
と
。

３
、
登
録
要
件

①
全
建
愛
知
の
組
合
員
で
あ
る

こ
と
。

②
推
進
協
議
会
が
指
定
す
る

「
耐
震
改
修
推
進
講
習
会
」

に
、
過
去
二
年
間
に
受
講
し

た
、
も
し
く
は
、
今
年
度
受

講
す
る
こ
と
。

③
自
社
の
建
築
設
計
事
務
所
、

ま
た
は
、
連
携
設
計
事
務
所

に
あ
っ
て
は
、
愛
知
県
木
造

住
宅
耐
震
診
断
員
が
所
属

し
、
建
築
士
事
務
所
登
録
を

受
け
て
い
る
こ
と
。

４
、
登
録
料

無
料

５
、
申
込
・
問
合

住
宅
対
策

部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市町村に名簿配付社社
会会
保保
険険
労労
務務
士士
にに
よよ
るる

無無
料料
のの
電電
話話
相相
談談
・・
個個
別別
相相
談談
会会
をを
実実
施施

ああ
いい
ちち
耐耐
震震
改改
修修
ＮＮ
倍倍
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト

「「
ああ
いい
ちち
耐耐
震震
改改
修修
推推
進進
事事
業業
者者
制制
度度
」」

登登
録録
事事
業業
者者
募募
集集
のの
ごご
案案
内内

〜〜
耐耐
震震
改改
修修
にに
意意
欲欲
的的
なな
事事
業業
者者
のの
皆皆
ささ
んん
をを
支支
援援
〜〜

減免額

保険料３カ月分

保険料２カ月分

保険料１カ月分

被害区分
全焼または

全壊及び全部冠水

半焼または半壊、
床上１ｍ以上の冠水

床上１ｍ未満の冠水
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2020年（令和２年）９月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（７）

尾
北
支
部
／

住
宅
デ
ー（
家
具
転
倒
防
止
）

■
日
程

九
月
二
十
六
日
（
土
）

■
会
場

江
南
市

津
島
支
部
／

住
宅
デ
ー
（
木
工
教
室
）

■
日
程

十
月
二
十
七
日
（
火
）

■
会
場

蛭
間
小
学
校

【
注
意
】

予
定
さ
れ
る
前
記
の
行
事

は
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
「
中

止
」
ま
た
は
「
延
期
」
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新

情
報
は
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

シシ
ニニ
アア
倶倶
楽楽
部部
／／

日日
帰帰
りり
研研
修修
会会

中中
止止
のの
おお
知知
らら
せせ

例
年
十
月
頃
に
開
催
し
て
い

ま
す
「
シ
ニ
ア
倶
楽
部
／
日
帰

り
研
修
会
」
で
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
皆
さ
ん
の
安
全

を
最
優
先
に
考
え
、
今
年
度
は

「
中
止
」
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
お
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

る
方
々
に
は
大
変
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
回
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

建設キャリアアップシステム
登登録録基基幹幹技技能能者者ををおお持持ちちのの方方はは、、

ゴゴーールルドドカカーードド交交付付のの特特例例措措置置はは99月月3300日日ままでで！！
登録基幹技能者をお持ちの方で、「建設キャリアアップシステムの申請」

または、「変更申請」がお済でない方は、2020年９月30日までに申請を

すればゴールドカードが発行される特例措置が延長になりました。登録基

幹技能者の皆さん、ぜひ、2020年９月30日までに申請してください。

ＣＣＵＳ未登録の方
◎2020年９月30までにＣＣＵＳ技能者登録をお済ませください（通常

の登録手数料がかかります）。

◎保有資格として、「登録基幹技能者」を必ず登録してください。

◎レベル２・３の資格保有の有無にかかわらず（一財）建設業振興基金か

ら直接ゴールドカード（レベル４）の交付を受けられます。

◎2020年10月１日からは登録基幹技能者であっても新規でＣＣＵＳ技

能者登録を行なった際にはホワイトカード（レベル１）の交付がされ、

能力評価の申請手続き（評価手数料3,000円・カード更新手数料1,000

円）と、下位レベルの資格が別途必要になってきます。

ＣＣＵＳ登録済の方（ホワイトカード取得の方）
◎2020年９月30日までに、自身の技能者ＩＤを用いて建設キャリアアッ

プシステムにログインしていただき、「変更申請」から登録基幹技能者

の追加登録申請を行ってください。

◎ＷＥＢ上にポップアップで出てくるカード再発行の案内に従って、ゴー

ルドカードへの更新申請を行ってください。

◎後日送られてくる審査完了通知後に、再度変更申請画面より支払方法を

選択し、カード更新手数料（1,000円）納付後に、建設業振興基金か

らゴールドカードが発行されます。

◎ゴールドカードへの更新申請は、ＷＥＢ上での申請に限られています。

◎2020年９月30日までにＷＥＢ上で申請を行った分まで特例措置の対

象となります。

期限近くなると、回線が混雑し繋がりにくくなる恐れもありますので、

お早目の対応をお願いいたします。

◎2020年10月１日からは登録基幹技能者であっても、能力評価の申請

手続き（評価手数料3,000円・カード更新手数料1,000円）と、下位

レベルの資格が別途必要になってきます。

令令
和和
二二
年年
度度

全全
国国
労労
働働
衛衛
生生
週週
間間

��
��
��
��
��

職職
場場
��
環環
境境

��
		



��
健健
康康

ス
ロ
ー
ガ
ン

本

週

間

令
和
二
年
十
月
一
日
～
七
日

準
備
期
間

令
和
二
年
九
月
一
日
～
三
十
日

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

世
界
の
読
み
書
き
の
で
き
な

い
人
々
が
、
学
ぶ
た
め
の
教
育

環
境
作
り
を
応
援
す
る
「
世
界

寺
子
屋
運
動
」
書
き
損
じ
ハ
ガ

キ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
書
き

損
じ
た
ハ
ガ
キ
等
を
集
め
、
国

際
協
力
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
一
枚
で
も
多
く
の
書

き
損
じ
ハ
ガ
キ
を
組
合
へ
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

こ
ん
な
ハ
ガ
キ
が
役
立
ち
ま

す
。

・
書
き
間
違
え
た

・
古
く
な
っ
た

・
使
わ
な
く
な
っ
た
な
ど

組
合
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い

自動引落のお知らせ
今月の組合費等の自動引落日は

28日（月）です。25日（金）までに、

預金残高をご確認ください。

尚、引落不能

の場合は、下表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

エ
ア
コ
ン
が
活
躍
す
る

夏
。
清
潔
志
向
が
高
ま
る
中

で
、
エ
ア
コ
ン
の
内
部
洗
浄

方
法
を
誤
る
と
危
険
な
事
故

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
と

し
て
、
独
立
行
政
法
人
製
品

評
価
技
術
基
盤
機
構
（
Ｎ
Ｉ

Ｔ
Ｅ
）
が
注
意
を
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
の
事
故
は
夏
に

多
く
発
生
し
、
そ
の
大
部
分

が
火
災
事
故
。
特
に
心
配
さ

れ
る
の
が
、
誤
っ
た
内
部
洗

浄
に
よ
る
火
災
で
す
。
内
部

の
配
線
端
子
に
洗
浄
液
が
付

着
し
、
異
常
発
熱
に
よ
り
出

火
し
た
な
ど
の
事
故
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
で

は
①
エ
ア
コ
ン
の
内
部
洗
浄

は
正
し
い
知
識
を
持
っ
た
業

者
に
依
頼
②
電
気
部
品
に
は

絶
対
に
洗
浄
液
が
掛
か
ら
な

い
よ
う
注
意
③
発
火
・
破
損

の
恐
れ
が
あ
る
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
や
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
な
ど
は
絶
対
に
使
わ

な
い
、
と
注
意
を
喚
起
。
換

気
扇
や
扇
風
機
も
、
異
常
が

あ
れ
ば
す
ぐ
使
用
を
中
止
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

エ
ア
コ
ン

誤
っ
た
内
部
洗
浄
で

火
災
事
故
の
危
険

知知っってて得得すするるろろううききんんココーーナナーー インターネットバンキングのサービス拡大について

①適用日

2020年８月17日（月）～

②振込時間の拡大

平日の他金融機関宛の当日振込時間を拡大します。あわせて土・日・祝日における当日振込振替時間（モアタイム）を拡大しました。

※平日８：00～８：30の当日扱いの他行・他労金宛振込も可能となりました。但し、当日予約取引扱いで「即時入金」とはなりません。

（注意）土・日・祝日の他金融機関宛当日振込の取扱開始時間は従来どおり「８：３０」で変更されません。

取扱時間（現在）

８：00～21：00

８：00～18：00

８：30～21：00

８：30～18：00

お取引日

平日

土・日・祝日

平日

土・日・祝日

振込先

当金庫の本支店口座

他の金融機関口座

取扱時間（拡大後）

８：00～21：00

８：00～21：00

８：00～21：00

８：30～21：00

１ヵ月 300円
２ヵ月 800円
３ヵ月1,800円

�

今今月月末末ままでで
にに申申請請をを
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（８）2020年（令和２年）９月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

◎
今
日
も
一
日
頑
張
る
ぞ

暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
毎

日
、
ね
じ
り
ハ
チ
マ
キ
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

【
犬
山
市
／
小
川
逸
子
さ
ん
】

※
気
合
が
入
り
ま
す
ね

◎
次
は
、
僕
た
ち
の
出
番

遅
い
梅
雨
明
け
、
庭
の
セ
ミ

の
大
合
唱
。

【
西
尾
市
／
荒
川
く
み
子
さ
ん
】

※
暑
い
暑
い
夏
が
始
ま
り
ま
し
た
ね

◎
皆
さ
ん
、休
養
と
水
分
補
給
を
…

暑
く
な
っ
た
の
で
、
熱
中
症

に
気
を
つ
け
な
く
て
は
…
。
休

養
と
水
分
補
給
を
し
っ
か
り

と
。

【
西
区
／
野
中
裕
子
さ
ん
】

※
皆
さ
ん
、気
を
付
け
ま
し
ょ
う
ね

◎
私
も
シ
ン
バ
だ
よ

先
日
、
家
族
七
人
全
員
で
、

劇
団
四
季
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
を

観
て
来
ま
し
た
。
帰
り
車
中
で

は
、
興
奮
し
た
孫
三
人
♪
ハ
ク

ナ
マ
タ
タ
～
心
配
な
い
さ
ぁ
～

♪
の
大
合
唱
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

【
稲
沢
市
／
野
田
か
よ
子
さ
ん
】

※
感
動
の
連
続
で
す
ね

◎
プ
ー
ル
開
き
し
ま
し
た
よ

や
っ
と
梅
雨
明
け
。
も
の
す

ご
く
暑
い
。
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
で

プ
ー
ル
遊
び
の
楽
し
い
孫
の

声
。

【
天
白
区
／
原
田
良
雅
さ
ん
】

※
楽
し
そ
う
に
大
喜
び
で
す
ね

◎
か
わ
い
い
・
か
わ
い
い
我
が
子

家
庭
菜
園
し
て
い
る
、
か
わ

い
い
夏
野
菜
た
ち
が
、
ど
ん
ど

ん
成
長
し
、
毎
日
お
い
し
く
食

べ
て
い
ま
す
。
自
分
で
育
て
た

野
菜
は
、
い
ち
だ
ん
と
ウ
マ

イ
。

【
津
市
／
池
田
早
希
さ
ん
】

※
格
別
に
美
味
し
い
で
す
よ
ね

◎
オ
イ
ラ
、
都
会
っ
子
さ
ぁ

六
月
下
旬
、
保
護
し
た
オ
ス

猫
。
東
京
の
娘
の
と
こ
ろ
に
行

き
ま
し
た
。
動
物
病
院
で
「
シ

テ
ィ
ー
ボ
ー
イ
」
に
な
る
の

ね
。
と
言
わ
れ
ク
ス
ク
ス
。
元

気
に
育
っ
て
。

【
中
川
区
／
位
田
仁
美
さ
ん
】

※
早
く
環
境
に
慣
れ
る
と
イ
イ
ネ

◎
皆
さ
ん
、
気
を
付
け
て

長
雨
の
後
の
暑
さ
、
体
に
堪

え
ま
す
。
体
に
気
を
付
け
て
。

【
西
区
／
髙
村
成
人
さ
ん
】

※
熱
中
症
に
ご
注
意
を

◎
今
年
は
不
作
で
し
た

長
雨
の
た
め
、
家
庭
菜
園
の

出
来
が
悪
く
高
い
野
菜
を
買
う

は
め
に
。
う
ら
め
し
や
雨
と
思

い
き
や
、
梅
雨
明
け
と
共
に
暑

さ
の
襲
来
。
水
分
を
摂
り
熱
射

病
に
ご
注
意
を
。

【
豊
橋
市
／
村
松
敏
秀
さ
ん
】

※
適
度
の
雨
が
降
っ
て
く
れ
る
と
い
い
な

◎
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
フ
ル
活
用

コ
ロ
ナ
禍
の
お
陰
で
、
夏
休

み
に
孫
達
は
来
ま
せ
ん
。
ス
マ

ホ
の
動
画
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ー

ル
で
会
話
し
て
ま
す
。

【
東
郷
町
／
小
山
久
子
さ
ん
】

※
次
の
冬
休
み
の
楽
し
み
に

◎
や
せ
た
い
が
、
し
か
し
…

コ
ロ
ナ
太
り
（
肥
り
）
が
戻

り
ま
せ
ん
。
元
気
な
の
は
良
い

が
、
重
い
で
す
。

【
愛
西
市
／
堀
田
智
子
さ
ん
】

※
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
長
す
ぎ
ま
す
よ
ね

◎
い
い
湯
だ
な
♪
ア
ハ
ハ
♪
…

夏
な
の
に
、
夏
祭
り
も
や
れ

な
い
な
ん
て
…
。
最
近
は
コ
ロ

ナ
感
染
者
も
か
な
り
増
加
し
て

い
て
、
夏
に
な
る
と
楽
し
み
な

い
ろ
ん
な
行
事
が
こ
と
ご
と
く

中
止
に
な
っ
て
、
と
っ
て
も
さ

み
し
い
。
夏
祭
り
も
中
止
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
、
お
風
呂
で

一
人
カ
ラ
オ
ケ
を
し
て
発
散
し

て
い
ま
す
。
エ
コ
ー
も
バ
ッ
チ

リ
で
す
ヨ
～
。

【
南
区
／
小
森
伸
次
さ
ん
】

※
楽
し
そ
う
。お
風
呂
は
良
い
声
で
す
ね

◎
若
者
に
一
言
…

愛
知
県
も
緊
急
事
態
宣
言
が

出
ま
し
た
。
ま
す
ま
す
、
コ
ロ

ナ
に
対
し
て
の
自
粛
・
３
密
を

き
ち
ん
と
守
ら
な
け
れ
ば
。
若

者
よ
、
も
っ
と
コ
ロ
ナ
に
対
し

て
の
自
覚
を
持
ち
行
動
し
て
も

ら
い
た
い
。

【
豊
明
市
／
日
高
ユ
ミ
子
さ
ん
】

※
真
剣
に
向
き
合
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね

◎
二
刀
流
復
活

エ
ン
ゼ
ル
ス
の
大
谷
翔
平
投

手
の
二
刀
流
は
、
今
シ
ー
ズ
ン

は
無
理
に
な
り
ま
し
た
が
、
来

年
の
完
全
二
刀
流
の
復
活
を
待

ち
た
い
で
す
。

【
瑞
穂
区
／
布
目
清
さ
ん
】

※
来
年
に
期
待
し
た
い
で
す
ね

◎
ウ
ン
ザ
リ
で
す

「
Ｇ
Ｗ
」
に
、
そ
し
て
今
回

の
「
お
盆
休
み
」
と
少
し
長
い

休
み
に
は
、「
コ
ロ
ナ
で
自
粛
」
。

嫌
に
な
っ
て
き
ま
す
。

【
南
区
／
浅
野
清
三
さ
ん
】

※
ま
た
、楽
し
み
が
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
ね

〈
材
料
二
人
分
〉

そ
う
め
ん
四
束
、
ト
マ
ト

（
大
）
一
個
、
ツ
ナ
（
小
）
一

缶
、
麺
つ
ゆ
（
ス
ト
レ
ー
ト
）

二
百
㏄
、
酢
ま
た
は
リ
ン
ゴ
酢

小
さ
じ
二
分
の
一
～
一
、
お
ろ

し
し
ょ
う
が
少
々
。

〈
下
準
備
〉

ト
マ
ト
の
ヘ
タ
を
取
り
、

ラ
ッ
プ
で
包
ん
で
丸
ご
と
冷
凍

し
て
お
く
。

〈
作
り
方
〉

①
麺
つ
ゆ
に
ツ
ナ
と
酢
（
ま
た

は
リ
ン
ゴ
酢
）
、
お
ろ
し
し
ょ

う
が
を
加
え
て
混
ぜ
、
冷
蔵

庫
で
冷
や
す
。

②
大
き
な
鍋
で
お
湯
を
沸
か

し
、
そ
う
め
ん
を
ゆ
で
る
。

時
間
が
き
た
ら
ざ
る
に
あ

け
、
流
水
で
も
む
よ
う
に
洗

う
。
ぬ
め
り
が
取
れ
た
ら
、

し
っ
か
り
と
水
気
を
切
る
。

③
各
自
の
器
に
そ
う
め
ん
を

盛
り
、
冷
や
し
て
お
い
た

①
を
回
し
か
け
る
。

④
冷
凍
し
た
ト
マ
ト
を
す
り

お
ろ
し
、
そ
う
め
ん
の
上

に
ふ
ん
わ
り
と
盛
り
付
け

る
。

〈
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
〉

ト
マ
ト
に
含
ま
れ
る
リ
コ

ピ
ン
に
は
強
い
抗
酸
化
作
用

が
あ
り
、
細
胞
の
老
化
を
防

ぐ
働
き
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

冷
凍
ト
マ
ト
の
保
存
期
間

は
約
一
ヵ
月
。

これは簡単！

べんり食材で
ササッと料理
家庭料理研究家

池上正子

中
川
区
／
位
田
仁
美
さ
ん
よ
り

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
絵
ハ
ガ
キ

さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で

二
十
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
近
況
報
告

に
つ
い
て
は
、
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご

理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【【
ヨヨ
ココ
のの
カカ
ギギ
】】

①
十
年
ほ
ど
前
の
こ
と

⑤
間
の
抜
け
た
失
敗

⑦
「
守
宮
」
と
書
く
は
ち
ゅ
う
類

⑧
ノ
リ
、
ワ
カ
メ
、
コ
ン
ブ

⑩
江
戸
っ
子
は
…
の
金
は
持
た

な
い
、
と
か

⑫
直
線
や
三
角
が
あ
り
ま
す

⑭
「
埴
生
（
は
に
ゅ
う
）
の
…
」

は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
民
謡
で
す

⑮
…
敢
、
…
気
、
…
者

⑯
内
部
や
家
庭
を
指
し
ま
す

⑰
縄
文
…
や
弥
生
…

⑲
英
語
で
精
力
的
と
い
う
意
味

㉓
不
景
気
に
な
る
と
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
鳴
き
ま
す
。
…
鳥

㉔
他
人
の
犠
牲
で
利
益
を
得
る

こ
と
。「
う
ま
い
…
を
吸
う
」

【【
タタ
テテ
のの
カカ
ギギ
】】

①
ラ
イ
オ
ン
の
こ
と
。
…
の
王

②
船
の
後
部
を
こ
う
呼
び
ま
す

③
英
語
で
「
フ
リ
ー
チ
ャ
ー
ジ
」

④
映
画
・
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
「
ア
ン
タ

ッ
チ
ャ
ブ
ル
」
の
舞
台
は
？

⑤
「
ほ
ぞ
」
と
も
い
い
ま
す

⑥
投
手
の
仕
事
場

⑨
亡
く
な
っ
た
人
の
志

⑪
そ
の
意
見
に
は
反
対
で
す
！

⑬
幼
児
の
教
育
施
設

⑭
男
性
四
十
二
歳
、
女
性
三
十

三
歳
な
ど

⑱
取
り
越
し
苦
労
で
す
よ

⑳
今
や
犬
よ
り
人
気
で
す

㉑
義
理
の
姉
の
こ
と

㉒
「
…
の
一
声
」
に
黙
っ
て
従

う
の
は
嫌
で
す

■
応
募
方
法

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所

・
℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

氏
名
と
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起
き

た
近
況
報
告
を
書
い
て
、
九
月

七
日
（
月
）
ま
で
に
組
合
の
教

宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
�
で

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

キ
ユ
ウ
フ
キ
ン

■
当
選
者

和
田
真
由
美
さ
ん
他
十
九
名

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの７文

字をうまく並べてできる言葉は？

■
十
月
号
の
原
稿
締
切

九
月
七
日
（
月
）

【
編
集
後
記
】

◎
未
だ
に
収
束
を
み
せ
な
い

コ
ロ
ナ
。
第
二
波
を
鑑
み
、

八
月
六
日
、
愛
知
県
緊
急
事

態
宣
言
が
発
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
先
、
ど
う
な
る
の

か
。
不
安
で
す
。
キ
ャ
ロ
ッ

ト
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受

け
、
各
専
門
部
の
要
請
行
動

や
支
部
レ
ク
等
、
全
て
中
止

等
に
な
っ
て
い
ま
す
。
早
く

皆
さ
ん
に
動
き
の
あ
る
記
事

を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
も
ん

か
。

○さ


	kya01
	kya02
	kya03
	kya04
	kya05
	kya06
	kya07
	kya08

